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修正利益の算出方法
【国内損害保険事業】
当期純利益 ＋ 異常危険準備金繰入額（税引後） ＋ 価格変動準備金繰入額（税引後） － 有価証券の売却損益・評価損 

（税引後） － 特殊要因 
【国内生命保険事業】
当期エンベディッド・バリュー（EV）増加額 － 増資等資本取引 － 金利等変動影響額

【海外保険事業・金融サービス事業等】
財務会計上の当期純利益

修正連結ROE ＝ 

（注）分母は期首・期末の平均残高

修正連結利益
連結純資産（除く生保子会社純資産） ＋ 異常危険準備金（税引後） ＋ 価格変動準備金（税引後） ＋ 生保子会社EV

NKSJグループの資本政策

ＮＫＳＪグループでは、「財務健全性の確保」、「資本効率の向上」、「株主還元の拡充」という３つの要素のバランスを
とりながら、企業価値の拡大を目指していくことを資本政策の基本方針としています。

※	総還元性向 ＝ （配当総額+自己株式取得総額） ÷
 修正連結利益（生保EV増加額を除く）

財務健全性の確保
■ �ターゲットとする格付を「AA」に置き、グルー

プベースでのリスク・資本管理を実施します。
■ �政策株式は継続的に削減します。

資本効率の向上
■ �統合シナジーの早期実現により、修正利益の

向上を目指します。
■ �政 策 株 式 削 減 により 生 まれるリ ス ク バッ

ファーの一部を海外M&A等の成長事業投資
に配分します。

株主還元の拡充
■ �安定配当を基本とし、資本の状況に応じて自社

株式取得も選択肢とします。
■ �目標水準は、総還元性向※で修正連結利益（生

保EV増加額を除く）の50%とします。

修正利益 2010年度実績値

【国内損害保険事業】
	 当期純利益	 56億円
＋）異常危険準備金繰入額（税引後）	 201億円
＋）価格変動準備金繰入額（税引後）	 56億円
－）有価証券の売却損益・評価損（税引後）	101億円
－）特殊要因	 －
	 合計	 213億円

（注）「税引後」は、各項目の金額から実効税率分を差し引いたもの

【国内生命保険事業】
	 当期EV増加額	 602億円
－）増資等資本取引	 －
－）金利等変動影響額	 5億円
	 合計	 598億円

【修正連結ROE】
修正連結利益　807億円

連結純資産（除く生保子会社純資産）1兆793億円 ＋ 異常危険準備金（税引後）4,121億円
 ＋ 価格変動準備金（税引後）137億円 ＋ 生保子会社EV4,169億円

（注）「税引後」は、各準備金残高から実効税率分を差し引いたもの／分母は期首・期末の平均残高

＝ 4.2%




